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MyCityForecastの背景と機能概要 
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行政と市民の協働に向けた 

まちづくりコミュニケーションツール 

 



Ｚ

現 状

いずれのバス路線も
低頻度の運行回数

公共交通沿線へ
の居住の誘導

拠点エリアへの
医療、福祉等の
都市機能の誘導 拠点エリアにおける循環型の

公共交通ネットワークの形成

中心駅

これからの姿

歩行空間や自転車
利用環境の整備

コミュニティバス等による
フィーダー（支線）輸送

拠点エリア

マイカーが主要な移動手段

公共交通空白地域

立地適正化計画

地域公共交通再編実施計画
連携

乗換拠点の
整備

拡散した市街地

拠点間を結ぶ
交通サービスを充実

好循環を実現

デマンド型

乗合タクシー等
の導入

コンパクトシティ＋ネットワーク
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コンパクト化 

高齢化 

インフラ 

老朽化 

人口減少 

国土交通省
提供 



• 都市計画関連情報への
低い関心・認知度 

• 身近な範囲に留まる興味 

まちづくりにおける市民協働の課題 

行政 市民 

• 人員・技術力の不足 

• データ分析やシミュレー
ションへの高いハードル 

 

説明 

意見・評価 

不十分 
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MY CITY FORECASTとは 
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トップ画面
（https://mycityforecast.net/） 
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リストボックス
で自治体を選択

します 

https://mycityforecast.net/
https://mycityforecast.net/


 
自治体選択 
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都道府県と自治体を選択
します 
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見たいエリアを
指定 



10 

スライダーで年を
指定 
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計算のアルゴリズム 

12 

 国勢調査 
 国土数値情報 

 
 

 自治体決算情報 
 公共交通情報 

• 居住誘導エリアを指定し
た人口遷移を想定 

現在・過去の都市の姿を 

表すオープンデータ 

output 

人口分布 
を推定 

• 周辺人口で現状規模を維
持できるか判定 

都市施設の 
配置推定 

• 推定した人口分布、施設
立地に応じた変化 

行政コスト 
を算定 

input 

 人口指標 
 都市施設への 

アクセシビリティ 
 

 環境指標 
 市民一人あたりの 

財政負担 

地域メッシュ5年ごとの 

生活関連指標の推定値 

都市のコンパクト化を 

想定したシミュレーション 



使用しているデータ 
（基本はオープンデータ） 
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地域のオリジナル・プライベートデー
タによるリアルタイムなカスタマイズ 
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居住誘導地域の設定 

都市施設の整備 
方針の設定 

地図表示レイヤの設定 

オリジナルの 
MyCityForecast 

ＤＢ 
読み込み 

再計算
結果 

カスタマイズ設定画面 
 

URL発行 

パラメータ設定/  

  データアップロード 
ユーザ 

計算時間：1分以内 
計算効率化により、リアルタイム 
のシミュレーションを可能に 

ワークショップ時間内での計画案 

検討・反映に利用できる 



カスタマイズ機能で設定できる項目 

15 

1.居住を誘導する地域 
人口を集めるとしたら
どの市内のどのエリ

ア？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
→「計画された都市構
造」の人口推計に反映

されます 

クリックで登
録したいメッ
シュを選択 

2.都市施設の整備方針 
どれくらいの人口になる
まで、都市施設を保つこ

とができる？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
例：100人/km2 =「1km圏人
口が100人以上であれば施設は

残る」という条件 

 

 
→「計画された都市構
造」の施設配置推計に反

映されます 

1km圏人
口密度を
入力 

3.地図表示レイヤーの追
加 

この情報も追加してみた
い！地図に重ねてみた

い！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
→地図レイヤ選択部分に 

反映されます 

シェープファ
イル(Shapefile) 

アップロード 



結果：賛同態度の変化 
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3.2

3.4

3.6

3.8

手続き的公正感 私的利益感 社会的利益感 賛同態度 

評
価
点

(平
均

) 

Step1,内側 Step1,外側 

Step2,内側 Step2,外側 

Step3,内側 Step3,外側 

テーマ事業 立地適正化に向けた居住誘導区域の設定 

対象 
水戸市在住市民 誘導区域の外側在住  52名 
        誘導区域の内側在住  61名 

実施期間 201512/18～2015/12/24 

段階的な影響情報の提示による賛同態度の変化 
(1~6の6段階評価) 

”外側” の回答者 

→事業そのものの評価と
賛同度を有意に下げた 

 
“内側”の回答者 

→手続き的公正感の向上
のみが顕著な変化 

事業がもたらす利害関係
によって、情報の捉え方が
異なる可能性 



結果: 賛同態度と行動意図の結び付き 

• 賛同態度と行動意図の指標(支払意思額)の相関関係を比較 
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情報提供前 情報提供後 

→ より行動につながりやすい賛同態度が形成されている 

      ＝都市の将来を担う責任意識の表れとも言える 
17 



対象地域 実施日 対象 テーマ 人数 

水戸市 2015/10/16 市職員 都市計画策定に向けた庁内勉強会 18名 

2016/1/21 市民・企業 オープンデータ利活用研究会 20名 

横浜市 2015/11/9 市職員 データ活用職員研修 52名 

2016/1/16 市民（青葉区民会議） データを通して区の将来を考える 11名 

倉敷市 2017/1/7 市民・企業・市職員・国 市街地（観光地）渋滞対策 15名 

江津市 2017/1/14 市民・民間団体・市職員 過疎地の公共交通問題・医療介護の拠点 25名 

南砺市 2017/1/21 市民・企業・市職員 公共施設施策を考える 25名 

MCFを活用したワークショップの実施 
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操作体験 
データに 

基づく議論 
課題の共有 
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ワークショップ
例（南砺市） 
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災害対策を中心とした
井波地区への誘導班 

介護・医療対策中心
とした福光・福野地

区への誘導班 

買い物難民対策を中
心とした服の地区へ

の誘導班 

山間部の防災機能を
高めるための山間3

地区への誘導班 



費用対効果まとめ 
• 自治体におけるコンパクトシティ政策の根幹である立地適正化計画の作
成は、平成28年7月31日現在で289自治体が取り組んでいるが、策定業務
の平均委託料として、1760万円（HP上で公表されている10自治体の平均
値）かかっている。しかしMyCityForecastを使うと、公開データ部分は無
料、高度化機能は概ね1/10以下の低廉な費用（クラウド環境利用料+α程
度）で行えるようになった。 

 

• MyCityForecastのカバー自治体は平成28年11月現在で1670なので、上記
289自治体の6倍程度はデフォルトでカバーしている。これらはベースラ
インは国のオープンデータ等で推定を行っているため、同じ尺度で計算
をしている。したがって、各自治体は庁内の様々な政策との連携や、市
民との対話に予算や労力を割くことが可能となる。 

 

• また、平成27年に行ったインターネット調査（有効回答数114名）では、
「いくら移転費用をもらっても居住誘導区域内に移転しない」と回答し
ていた人の6%が、MyCityForecastの利用により「額によっては移転可
能」という回答を行い、データを具体的にわかりやすく示し、一般の人
でも操作できるようにしたことにより、前向きな態度に変容した事がわ
かった。 

 

• 入力データやパラメータを変えた場合に、アクセシビリティ等の指標の
再計算に数日～数カ月かかっていたものが、自動化できたため、数十秒
～数分程度で再計算が可能となり、ワークショップ内で市民が考えた
様々なプランをその場で比較・検討できるようになり、市民側の理解も
深まり、前向き・協力的になった。 
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MyCityForecastの今後の予定 
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MyCityForecastの今後の予定 

• 5月末～：カスタマイズ機能の有償開始販売 
3カ月プラン：20万円 
1年プラン ：50万円 
（1週間はお試し無料利用可能） 

※ログインIDはG空間情報センターのものを使うこと
になっており、1 IDは1つのメイルアドレスと紐づい
ています。 

 

• 秋口～：詳細版の試験提供開始（予定） 
3D表示機能 
人流データインポート機能 
独自人口予測データインポート機能 
画像データインポート機能 
施設の個別維持費用計算機能 
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問合せ先： 
office@aigid.jpあるいは 

mcf-info@csis.u-tokyo.ac.jp 
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